
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結 

（
行
政
経
営
推
進
課
）　

　

一

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

二

〇
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
調
査
機
関
の
調
査
事
務
の
廃
止 

（
介
護
保
険
室
）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
医
師
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
指
定
の
辞
退 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
所
属
医
療
機
関
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
所
属
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
の

　

変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
医
師
の
所
属
医
療
機
関
の
所
在
地
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　

　

三

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

四

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

四

〇
宮
城
県
黒
川
高
等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
の
委

　

託 

（
高
校
教
育
課
）　

　

四

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
の
届
出 

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

四

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

　

五

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

五

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

五

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
三
件
） 

（　
　

同　
　

）　

　

六

〇
土
地
改
良
事
業
の
工
事
の
完
了
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

六

 
公

告

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
を
行
う
医
療
機
関
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

七

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
を
行
う
医
療
機
関
の
変
更 

（　
　

同　
　

）　

　

七

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

七

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
二
項
の
適
用
を
受
け
る
団
体 

七

 
人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
七－

十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

八

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一－

一－

九
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部

　

を
改
正
す
る
規
則 

九

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一－

二－

七
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管

　

理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

九

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

一
〇

 
公
安
委
員
会

〇
少
年
指
導
委
員
の
告
示 

一
二

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
六
日

二　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

　
　

基
本
費
用
の
額
並
び
に
執
務
費
用
及
び
実
費
の
額
の
合
算

三　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

氏
名　

柴
田　

純
一　

　
　

住
所　

仙
台
市
青
葉
区
北
根
三
丁
目
二
十
三
番
二
十
一
号

四　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法
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概
算
払

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
え
ぽ
っ
く

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

佐
藤　

治
子

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
太
白
区
中
田
町
字
前
沖
北
六
十
九－

四
十
九

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
知
的
障
害
児
（
者
）
本
人
と
家
族
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
事

業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
を
図
り
、
本
人
と
そ
の
家
族
の
社
会
参
加

の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
三
十
五
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
調
査
機
関
の
調
査

事
務
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
許
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
調
査
機
関
の
名
称
及
び
住
所

　
　

社
会
福
祉
法
人
仙
台
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
二
丁
目
十
二
番
二
号

二　

調
査
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
二
丁
目
十
二
番
二
号

三　

廃
止
す
る
調
査
事
務
の
内
容

　
　

調
査
事
務
の
全
部

四　

廃
止
年
月
日

　
　

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
九
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の

医
師
か
ら
、
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

第2051号　平成21年４月17日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

氏　
　

名

小
岩　

喜
郎

酒
井　

兼
次

小
野　

省
太

平
本　

哲
也

佐
々
木
修
一

鈴
木　
　

潤

診
療
科
目

循

環

器

科

外　

　

科

眼　

　

科

循

環

器

科

内　

　

科

内　

　

科

所
属
医
療
機
関
の
名
称

医
療
法
人　

浄
仁
会　

大
泉

記
念
病
院

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

栗
原
市
立
栗
原
中
央
病
院

大
崎
市
民
病
院

医
療
法
人　

盟
陽
会　

富
谷

中
央
病
院

医
療
法
人
社
団　

鈴
木
内
科

医
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

白
石
市
福
岡
深
谷
字
一
本
松
五－

一

名
取
市
愛
島
塩
手
字
野
田
山
四
十
七－

一

栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三－

一－

一

大
崎
市
古
川
千
手
寺
町
二－

三－

十

黒
川
郡
富
谷
町
上
桜
木
二－

一－

六

加
美
郡
加
美
町
字
旧
館
一－

十
七

氏　
　

名

相
馬　
　

廉

赤
坂　

清
子

小
川　

洋
一

診
療
科
目

耳
鼻
咽
喉
科

内　
　
　

科

内　
　
　

科

所
属
医
療
機
関
の
名
称

い
し
が
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

い
し
が
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

栗
原
市
立
栗
駒
病
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

岩
沼
市
中
央
三－

三－

十
四

岩
沼
市
中
央
三－

三－

十
四

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
八
日
町
六
十
九



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
一
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
の
所
在
地
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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氏　

名

秋
山　

文
世

阿
部　
　

裕

所
属
医
療
機
関
の
名
称

新

栗
原
市
立
栗
駒
病
院

栗
原
市
立
栗
駒
病
院

旧

栗
駒
町
国
民
健
康
保

険
病
院

栗
駒
町
国
民
健
康
保

険
病
院

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎

松
木
田
十－

一

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎

松
木
田
十－

一

旧

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎

八
日
町
六
十
九

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎

八
日
町
六
十
九

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
二
〇
〇
四
三
五

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

ぱ
れ
っ
た
け
や
き

仙
台
市
若
林
区
木
ノ
下

二
丁
目
二
番
三
号

廃
止
し
た
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス

自
立
訓
練
（
生
活
訓

練
）

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

ゆ
う
ゆ
う
舎

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
一

年
三
月
三
十

一
日

氏　

名

猪
苗
代　

勇

堤　
　

栄
克

石
垣　

崇
明

石
井　
　

洋

深
谷
雄
一
郎

診
療
科
目

整
形
外
科

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ

ン

科

リ
ウ
マ
チ
科

内

科

外

科

皮

膚

科

内

科

整
形
外
科

内

科

神
経
内
科

外

科

新

所
属
医
療
機
関
の

名

称

猪
苗
代
医
院

公
立
刈
田
総
合
病

院石
垣
記
念
岩
沼
中

央
整
形
外
科

医
療
法
人　

掬
水

会　

川
崎
こ
こ
ろ

病
院

丸
森
町
国
民
健
康

保
険　

丸
森
病
院

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

気
仙
沼
市
弁
天
町

一－

二－

四

白
石
市
福
岡
蔵
本

字
下
原
沖
三
十
六

岩
沼
市
中
央
三－

四－

二
十
七

柴
田
郡
川
崎
町
大

字
川
内
字
北
川
原

山
七
十
二

伊
具
郡
丸
森
町
字

鳥
屋
二
十
七

旧

所
属
医
療
機
関
の

名

称

医
療
法
人　

順
化

会　

猪
苗
代
病
院

登
米
市
立
佐
沼
病

院い
し
が
き
ク
リ
ニ

ッ
ク

大
崎
市
民
病
院
分

院　

田
尻
診
療
所

登
米
市
立
佐
沼
病

院

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

気
仙
沼
市
南
町
一

－

三－

七

登
米
市
迫
町
佐
沼

字
下
田
中
二
十
五

岩
沼
市
中
央
三－

三－

十
四

大
崎
市
田
尻
通
木

字
中
崎
東
十－

一

登
米
市
迫
町
佐
沼

字
下
田
中
二
十
五

氏　

名

北
山　
　

修

所
属
医
療
機
関
の
名
称

栗
原
市
立
栗
駒
病
院 

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
松
木
田

十－

一

旧

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
八
日
町

六
十
九

実
施
年
月
日

平
成
二
十
一
年

五
月
十
二
日

　

同
五
月
十
三
日

　

同
五
月
十
四
日

　

同
五
月
十
五
日

　

同
五
月
十
八
日

　

同
五
月
十
九
日

実　

施　

区　

域

栗

原

市

栗

原

市

栗

原

市

栗

原

市

栗

原

市

栗

原

市

一

迫

花

山

栗

駒

栗

駒

鶯

沢

川

南

畑

岡

川

北

有

賀

検
査
受
付
時
間

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で

実

施

の

場

所

一
迫
中
央
公
民
館
正
面
玄
関
前

栗
駒
総
合
支
所

栗
駒
総
合
支
所

鶯
沢
振
興
セ
ン
タ
ー

若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

若
柳
中
央
公
民
館



〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
五
号

　

県
営
桜
場
地
区
土
地
改
良
事
業
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
変
更
計
画
を
定
め
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す

る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事

に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第

八
十
七
条
の
三
第
六
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

登
米
市
役
所
及
び
登
米
市
中
田
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

登
米
市
津
山
町
横
山
字
山
梨
子
坂
一
、
一
の
一
、
一
の
二
、
一
の
六
、
一
の
七
、
一
の
一
二
か
ら
一
の
一
四
ま
で
、

一
の
二
〇
、
一
の
二
一
、
四
八
、
四
八
の
一
、
四
八
の
二
、
四
八
の
六
、
四
八
の
一
二
、
四
八
の
二
〇
、
四
九
、
五

〇
、
五
一
の
一
、
五
二
の
一

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
登
米
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
黒
川
高

等
学
校
の
農
産
物
の
販
売
に
係
る
物
品
売
払
代
金
の
徴
収
事
務
を
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
三
丁
目
六
番
地
の
二　

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
川
崎
町
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日
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同
五
月
二
十
日

　

同
五
月
二
十
五
日

　

同
五
月
二
十
六
日

　

同
五
月
二
十
七
日

　

同
五
月
二
十
八
日

栗

原

市

栗

原

市

栗

原

市

栗

原

市

栗

原

市

金

成

高

清

水

瀬

峰

築

館

志

波

姫

築

館

志

波

姫

築

館

志

波

姫

午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
ま
で

金
成
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
金
成
中
央
支
店

裏
）

高
清
水
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ほ
っ
と
館
）

築
館
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

築
館
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

築
館
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー



 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

土　
　

井　
　
　
　
　

敏　
　
　

　

就
任
し
た
者

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
号

　

川
崎
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
四
月
七
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

土　
　

井　
　
　
　
　

敏　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
号

　

金
洗
堰
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日　

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

齋　
　

藤　
　

俊　
　

夫　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
崎
土
地
改
良
区
役

員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

一　

就
任
し
た
者

 

二　

退
任
し
た
者
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就

任

年

月

日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

氏　
　
　

名

菅　

原　

勘　

一

佐
々
木　

良　

弘

木　

村　

俊　

吉

今　

村　

勝　

治

福　

原　

淑　

郎

大　

場　

一　

典

大　

山　
　
　

久

高　

橋　

生　

喜

佐
々
木　

勝　

市

結　

城　

猛　

夫

我
孫
子　

弘　

治

高　

橋　

博　

克

小　

松　

庸　

一

佐
々
木　

和　

範

高　

橋　
　
　

源

南　

生　

静　

則

佐
々
木　

琢　

磨

青　

沼　

善　

徳

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

大
崎
市
古
川
字
竹
ノ
内
二
十
三
番
地

大
崎
市
古
川
西
荒
井
字
上
田
三
百
五
十
七

番
地
一

大
崎
市
岩
出
山
字
松
沢
百
五
十
八
番
地
一

大
崎
市
古
川
楡
木
字
街
道
南
五
十
二
番
地

大
崎
市
古
川
新
堀
字
高
谷
十
六
番
地

大
崎
市
古
川
大
崎
字
名
生
南
川
原
二
十
三

番
地

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
堂
ノ
口
七
十
九

番
地

大
崎
市
古
川
深
沼
字
堤
下
十
六
番
地

大
崎
市
古
川
下
中
目
字
古
河
九
十
六
番
地

一大
崎
市
古
川
飯
川
字
十
文
字
三
百
四
十
番

地
一

加
美
郡
加
美
町
平
柳
字
城
野
三
十
番
地

大
崎
市
古
川
清
水
字
成
田
宮
田
十
八
番
地

大
崎
市
岩
出
山
字
上
川
原
町
百
二
十
八
番

地大
崎
市
岩
出
山
南
沢
字
滝
舘
四
十
四
番
地

大
崎
市
岩
出
山
上
野
目
字
沢
口
七
十
四
番

地大
崎
市
古
川
米
袋
字
水
押
三
十
九
番
地

大
崎
市
古
川
大
崎
字
名
生
前
川
原
八
番
地

大
崎
市
古
川
福
沼
二
丁
目
十
六
番
十
七
号

役
職
名

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

監　

事

監　

事

監　

事

就

任

年

月

日

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

氏　
　
　

名

大　

宮　

雄　

幸

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
槻
木
百
三
十

五
番
地

役
職
名

理

事



 

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号

　

大
崎
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
三
号

　

小
牛
田
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
四
号

　

涌
谷
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
四
月
八
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

幸　
　

夫　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土

地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
を
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。
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平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

南　

生　

静　

則

佐
々
木　

琢　

磨

大
崎
市
古
川
米
袋
字
水
押
三
十
九
番
地

大
崎
市
古
川
大
崎
字
名
生
前
川
原
八
番
地

監　

事

監　

事

退

任

年

月

日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

氏　
　
　

名

菅　

原　

勘　

一

佐
々
木　

良　

弘

木　

村　

俊　

吉

今　

村　

勝　

治

福　

原　

淑　

郎

大　

場　

一　

典

大　

山　
　
　

久

高　

橋　

生　

喜

佐
々
木　

勝　

市

結　

城　

猛　

夫

我
孫
子　

弘　

治

青　

沼　

常　

雄

佐
々
木　

俊　

一

阿　

部　
　
　

磨

鉄　

本　
　
　

弘

佐　

藤　

雄　

逸

野　

田　

勇　

夫

白　

井　

滝　

夫

村　

田　

徳　

夫

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

大
崎
市
古
川
字
竹
ノ
内
二
十
三
番
地

大
崎
市
古
川
西
荒
井
字
上
田
三
百
五
十
七

番
地
一

大
崎
市
岩
出
山
字
松
沢
百
五
十
八
番
地
一

大
崎
市
古
川
楡
木
字
街
道
南
五
十
二
番
地

大
崎
市
古
川
新
堀
字
高
谷
十
六
番
地

大
崎
市
古
川
大
崎
字
名
生
南
川
原
二
十
三

番
地

大
崎
市
岩
出
山
下
野
目
字
堂
ノ
口
七
十
九

番
地

大
崎
市
古
川
深
沼
字
堤
下
十
六
番
地

大
崎
市
古
川
下
中
目
字
古
河
九
十
六
番
地

一大
崎
市
古
川
飯
川
字
十
文
字
三
百
四
十
番

地
一

加
美
郡
加
美
町
平
柳
字
城
野
三
十
番
地

大
崎
市
古
川
李
埣
字
道
祖
神
三
番
地

遠
田
郡
美
里
町
北
浦
字
谷
地
百
三
十
一
番

地大
崎
市
岩
出
山
南
沢
字
中
名
生
寺
六
十
番

地大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
宮
宮
下
十
四
番

地
二

大
崎
市
古
川
斎
下
字
天
神
三
十
五
番
地

大
崎
市
古
川
新
田
字
上
宿
二
十
九
番
地

大
崎
市
岩
出
山
下
一
栗
字
一
本
杉
八
十
番

地
一

大
崎
市
岩
出
山
字
上
川
原
町
七
十
四
番
地

一

役
職
名

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事

理　

事



　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　
　

東　
　

野　
　

真　
　

人　
　
　

 
公

告

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療

の
う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
自
立
支
援
医
療
機

関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
号

　

次
の
政
治
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。）
の
た
め
に
、
寄
附
を
受
け
又
は
支
出
を
す
る
こ
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届　
出　
者　
の　
名　
称

迫
川
沿
岸
土
地
改
良
区

地　

区　

名

添
沼

事　
業　
の　
名　
称

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
交
付
金
（
基
盤
整

備
促
進
）

工
事
完
了
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
十
六
日

名　
　
　

称

猪
苗
代
医
院

石
越
調
剤
薬
局

サ
タ
ケ
調
剤
薬
局

ア
イ
ン
薬
局　

栗
駒
店

ア
イ
ン
薬
局　

宮
野
中
央
店

み
な
み
薬
局

か
し
ま
だ
い
調
剤
薬
局

所　
　

在　
　

地

気
仙
沼
市
弁
天
町
一－

二－

四

登
米
市
石
越
町
南
郷
字
小
谷
地
前
百
四
十

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
円
鏡
寺
後
百
四
番
地
六

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
六
日
町
九
十
番
二

栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目
四
番
五

大
崎
市
古
川
駅
南
三
丁
目
三
十
三－

三

大
崎
市
鹿
島
台
平
渡
字
東
要
害
十
六－

三

指
定
年
月
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

変
更
後

変
更
前

名　
　
　

称

栗
原
市
立
栗
駒
病
院

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
松
木
田
十
番
地
一

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ
崎
八
日
町
六
十
九

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

　

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

大
和
町
小
野
字
荒
井
二
百
十
二
番
一
、
二
百
十
三
番
及

び
二
百
二
十
四
番
一

　

大
和
町
小
野
字
荒
井
百
八
十
九
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井
公
民
館
建
設
委
員
会　

委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

昭
夫

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

　

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
利
府
町
し
ら
か
し
台
一
丁
目
三
番
一

　

仙
台
市
泉
区
泉
中
央
二
丁
目
十
六
番
地
の
十
二

　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
シ
ラ
イ
シ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン



と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

　

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
七－

十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

石　
　

附　
　

成　
　

二　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七－

十
八－

四
十
四

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七－

十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七－
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
県
議
会
の
項
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を 

に

第2051号　平成21年４月17日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （8）
　
　

政
治
団
体
の
名
称

浅
野
正
之
を
励
ま
す
会

石
塚
洋
一
郎
後
援
会

維
新
政
党
・
新
風
宮
城
県
本

部伊
藤
幹
雄
後
援
会

岩
佐
ま
さ
ゆ
き
後
援
会

岩
沼．

地
域
問
題
研
究
会

上
田
早
夫
後
援
会

遠
藤
要
之
助
を
応
援
す
る
会

大
須
賀
啓
後
援
会

大
平
弘
悦
後
援
会

小
野
寺
光
記
後
援
会

笠
原
哲
後
援
会

香
取
つ
ぐ
お
後
援
会

郷
内
良
治
後
援
会

佐
藤
し
げ
る
の
会

さ
と
う
正
一
後
援
会

三
条
幸
夫
後
援
会

時
事
問
題
研
究
会

青
山
会

政
治
結
社
日
本
あ
ゆ
み
の
会

大
日
本
國
誠
塾

高
泉
雅
楽
後
援
会

�
橋
浩
一
連
合
後
援
会

�
橋
宗
一
郎
後
援
会

代
表
者
氏
名

浅
野　

忠
美

石
塚
洋
一
郎

亀
山　

昌
昭

伊
藤　
　

正

木
村　

住
雄

渡
辺　

栄
一

門
間　
　

均

菅
原　

巧
造

青
木　

典
雄

大
橋　

洋
一

高
橋　

慶
一

大
林　

節
子

川
島　

重
雄

松
浦　

道
彦

佐
藤　
　

茂

大
石　

照
好

石
山　

臣
夫

百
足　

健
一

�
橋　

浩
一

鈴
木　

利
衛

小
原　

武
彦

菅
原　

文
之

�
橋　

浩
一

�
橋
宗
一
郎

会
計
責
任
者

氏　
　
　

名

早
坂
幸
太
郎

石
塚　

弘
子

亀
山　

章
子

鈴
木　

民
雄

岩
佐　

貴
子

残
間　
　

稔

鎌
田　

朝
次

遠
藤　

律
子

大
須
賀　

茂

坂
本　

紀
男

斉
藤　

慎
一

菅
原　

理
郎

松
田　

寿
次

大
友
き
よ
み

佐
藤　

秀
子

小
野　
　

實

千
葉　

正
作

黒
田　

和
義

熊
谷　

チ
ヱ

斉
藤　

秋
雄

伊
藤　

光
彦

沼
倉　

道
雄

熊
谷　

チ
ヱ

�
橋
宗
一
郎

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

黒
川
郡
大
和
町
宮
床
字
山
田
二
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
汐
見
台
三－

四－

一
一

石
巻
市
渡
波
字
新
千
刈
五
七

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野
字
中
谷
地
五

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
牛
橋
二
〇－

一
五

岩
沼
市
南
長
谷
字
海
道
南
一
九

黒
川
郡
大
和
町
も
み
じ
ヶ
丘
三－

二
四－

一
八

遠
田
郡
涌
谷
町
猪
岡
短
台
字
酌
子
三
七

黒
川
郡
大
和
町
宮
床
字
下
小
路
二
四

遠
田
郡
涌
谷
町
涌
谷
字
龍
渕
寺
浦
二－

一
一

遠
田
郡
美
里
町
平
針
字
境
目
七
五

仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
二－

三
五－

三
一

塩
竈
市
舟
入
二－

八－
一
二－

四

名
取
市
愛
島
笠
島
字
上
北
沢
五

仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
馬
場
字
滝
原
七
五－

三

伊
具
郡
丸
森
町
木
沼
字
堀
内
一
一
五

塩
竈
市
藤
倉
一－

六－

六

岩
沼
市
中
央
三－

二－

一
八

加
美
郡
加
美
町
字
町
裏
九
五－

一

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
一－

一
一－

三
四

黒
川
郡
大
和
町
小
野
字
石
倉
向
山
一－

五
六

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
根
郭
一
二
五－

二

加
美
郡
加
美
町
字
町
裏
九
五－

一

白
石
市
字
本
町
一
〇
三

�
橋
友
之
後
援
会

舘
股
秀
隆
後
援
会

田
中
徳
寿
後
援
会

中
村
一
彦
後
援
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
１
０
の
会

ビ
ジ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス

舟
山
く
に
お
と
仙
南
（
４

町
）
を
元
気
に
す
る
会

舟
山
く
に
お
を
育
て
る
会

ふ
る
さ
と
を
本
気
で
考
え
る
会

三
浦
誠
一
を
励
ま
す
会

宮
下
佳
民
後
援
会

百
足
健
一
後
援
会

武
藤
淳
一
後
援
会

山
下
庄
太
郎
後
援
会

山
田
と
し
お
後
援
会

渡
辺
敬
三
後
援
会

渡
辺
健
一
後
援
会

渡
辺
ま
こ
と
後
援
会

佐
竹　

正
見

野
村
喜
太
郎

田
中　

徳
寿

中
村　

新
一

遊
佐
美
由
紀

黄
川
田
喜�

伊
藤　

増
男

舟
山　

良
男

白
金　
　

秀

伊
藤　
　

良

加
藤　
　

寛

三
浦
金
治
郎

伊
藤　

信
一

山
下　

照
夫

小
野　

忠
昭

鈴
木　

克
明

太
田　

孝
行

渡
辺　

義
一

鈴
木　

眞
子

加
藤　

正
義

田
中　

恵
子

中
村　

弓
子

千
葉　
　

祐

熊
谷　

幹
男

大
沼　

正
則

舟
山　

泰
治

本
木
美
也
子

佐
々
木
義
郎

本
間　

一
弥

黒
田　

和
義

高
橋　
　

徹

山
下　

徳
一

山
田　
　

寿

相
馬　

正
徳

渡
辺　

三
八

渡
辺　

一
郎

大
崎
市
三
本
木
斉
田
字
花
見
山
一－

一

大
崎
市
岩
出
山
池
月
字
上
宮
沢
田
一

塩
竈
市
本
町
一
三－

五

大
崎
市
田
尻
沼
部
字
早
稲
田
一
五
八－

一

仙
台
市
青
葉
区
東
勝
山
三－

七－

三
八

石
巻
市
中
央
二
丁
目
九－

二
四

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
三
丁
目
五－

二

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
中
央
三－

五－

二

石
巻
市
大
瓜
字
井
内
三－

三

登
米
市
豊
里
町
白
鳥
四
八

大
崎
市
松
山
長
尾
字
宮
下
三
四

岩
沼
市
中
央
三－

二－

一
八

黒
川
郡
大
郷
町
大
松
沢
字
原
屋
敷
三

石
巻
市
雄
勝
町
下
雄
勝
一－

六
七

白
石
市
郡
山
字
雨
ヶ
作
三
二－

一

栗
原
市
若
柳
字
川
北
堤
下
三
二－

二

伊
具
郡
丸
森
町
金
山
字
石
神
六
二

角
田
市
鳩
原
字
瀬
ノ
木
橋
四
一

「

局

長

一
種

「

局

長

理

事

一
種

二
種



改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
規
定
は
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
十
一－

一－
九
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

石　
　

附　
　

成　
　

二　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一－

一－

三
十
五

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
十
一－

一－

九
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
人
事
委
員
会
規
則
十
一－

一－

九
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
議
会
事
務
局
の
項
中
「
局
長
」
の
下
に
「　

理
事
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
十
一－

二－

七
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規

則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
四
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
人
事
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委

員

長　
　

石　
　

附　
　

成　
　

二

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一－

二－

四
十
九

人
事
委
員
会
規
則
十
一－

二－

七
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め

る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
人
事
委
員
会
規
則
十
一－

二－

七
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る

規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
白
石
市
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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次

長

三
種

」

次

長

三
種

」

名

取

市

議

会

市
長
部
局

教
育
委
員

会　選
挙
管
理
委

員
会　
　
　

監
査
委
員

農
業
委
員
会

事

務

局

本

庁

市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー

保　

育　

所

児

童

館

若　

竹　

園

休
日
夜
間
急

患 
セ 
ン 
タ 
ー

働
く
婦
人
の

家　斎

場

事　

務　

局

学
校
給
食
共

同
調
理
場　

幼　

稚　

園

公　

民　

館

図　

書　

館

視
聴
覚
セ
ン

タ 
ー　
　
　

市
民
体
育
館

事　

務　

局

事　

務　

局

事　

務　

局

局
長

（
本
庁
共
通
）

会
計
管
理
者　

部
長　

理
事

　

次
長　

課
長　

所
長　

室

長　

工
事
検
査
監　

参
事

（
総
務
課
関
係
）

課
長
補
佐　

職
員
係
長

（
政
策
企
画
課
関
係
）

課
長
補
佐　

秘
書
係
長

（
財
政
課
関
係
）

課
長
補
佐　

財
政
係
長

館
長

所
長

館
長

園
長

所
長　

事
務
長

館
長

場
長

教
育
長　

部
長　

理
事　

次

長　

課
長　

参
事

場
長

園
長

館
長　

事
務
長

館
長

所
長

館
長

局
長

局
長

局
長



　

別
表
第
一
登
米
市
の
項
中 

を

 

に
、「
課
長　

事
務
所
長
」
を
「
次
長
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
監
査
委
員

「

児

童

館

き
た
か
み
園

館
長

園
長　

事
務
長　
　
　
　
　

」

「

児

童

館

館
長

」
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〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
１
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項

の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
条
同
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
表
す
る
。

　
　
平
成
21年

４
月
17日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
畠
　
　
山
　
　
和
　
　
純
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
袋
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
21年

２
月
18日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
宮
城
県
知
事
　
平
成
21年

３
月
23日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
�
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

200,325,860円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

436,630,710円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

636,956,570円

　
　
　
　
・
平
成
18年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

210,785,256円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

348,437,565円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

559,222,821円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
自
動
車
税
の
徴
収
対
策
に
つ
い
て
，
収
入
未
済
額
の
大
幅
な
縮
減
と
収
入
率
向
上
を
目
指
し
て
，
預
貯
金
等

の
積
極
的
な
差
押
，
捜
索
の
実
施
や
自
動
車
の
差
押
を
行
っ
た
が
，
今
後
も
差
押
に
重
点
を
置
い
た
滞
納
整
理

を
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
，
収
入
未
済
額
に
占
め
る
割
合
が
最
も
大
き
い
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
，
住
民
税
徴

収
対
策
会
議
の
開
催
，
滞
納
整
理
困
難
事
案
の
事
例
検
討
会
の
開
催
，
共
同
催
告
・
共
同
徴
収
等
の
実
施
の
ほ

か
，
特
別
徴
収
の
促
進
の
た
め
の
広
報
活
動
や
特
別
徴
収
未
実
施
事
業
所
に
対
す
る
特
別
徴
収
実
施
の
働
き
か

け
等
を
積
極
的
に
実
施
し
た
。

　
�
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,376,600,108円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
1,340,118,411円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
2,716,718,519円

　
　
　
　
・
平
成
18年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

649,466,659円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
1,419,712,305円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
2,069,178,964円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
平
成
19年

度
策
定
の
「
宮
城
県
税
収
確
保
対
策
３
か
年
計
画
」（
計
画
期
間
：
平
成
19～

21年
度
）
及
び

「
平
成
20年

度
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
本
部
事
業
計
画
」，
さ
ら
に
当
所
独
自
の
「
平
成
20年

度
県
税
事
務
実

施
計
画
」
に
基
づ
き
，
計
画
的
，
効
果
的
な
滞
納
整
理
を
実
践
し
た
。

　
特
に
差
押
に
つ
い
て
は
，
早
期
着
手
と
攻
め
の
差
押
を
念
頭
に
，
年
間
差
押
目
標
件
数
を
前
年
度
（
540件

）

の
1.5倍

に
当
た
る
800件

に
設
定
し
，
捜
索
に
よ
る
財
産
調
査
と
差
押
及
び
預
貯
金
や
給
与
等
の
差
押
を
強
力
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・
平
成
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

270,899,721円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

376,230,138円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

647,129,859円

　
　
　
　
・
平
成
18年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

155,841,661円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

423,541,969円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

579,383,630円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
平
成
20年

度
に
お
い
て
，
以
下
の
対
応
策
を
講
じ
た
。

　
　
　
１
　
財
産
調
査
，
滞
納
処
分
の
一
斉
処
理

　
調
査
は
，
各
担
当
か
ら
差
押
対
象
者
を
選
定
（
約
20件

），
差
押
は
各
金
融
機
関
に
職
員
を
割
り
振
り
し
，

期
間
を
定
め
て
集
中
的
に
行
っ
た
。（
年
度
後
半
は
毎
月
実
施
）

　
　
　
２
　
郵
送
に
よ
る
預
貯
金
差
押

　
職
員
が
直
接
出
向
い
て
い
た
が
，
郵
送
で
関
係
書
類
を
送
付
し
て
差
押
を
行
い
，
時
間
短
縮
を
図
り
，
効

率
的
に
実
施
し
た
。

３
　
事
務
分
担
を
見
直
し
，
納
税
第
一
班
が
行
っ
て
い
た
以
下
の
事
務
（
督
促
・
催
告
事
務
等
）
を
納
税
第
二

班
が
分
掌
す
る
こ
と
に
し
，
納
税
第
一
班
は
，
滞
納
処
分
の
事
務
に
特
化
し
た
。

　
　
　
　
ア
　
督
促
状
の
発
送
事
務

　
　
　
　
イ
　
自
動
車
税
以
外
の
督
促
状
発
送
か
ら
10日

以
内
の
電
話
催
告

　
　
　
　
ウ
　
不
納
欠
損
及
び
即
時
欠
損
の
決
議
及
び
税
務
課
報
告

　
　
　
　
エ
　
世
帯
勤
務
先
調
査
の
支
援

　
　
　
　
オ
　
そ
の
他
必
要
に
応
じ
調
査
支
援
，
電
話
催
告
支
援

４
　
滞
納
処
分
の
強
化
に
よ
り
，
今
年
度
差
押
目
標
件
数
550件

に
対
し
，
１
月
末
現
在
716件

と
大
幅
に
増
加

し
た
。（
前
年
度
１
月
末
実
績
566件

）

　
�
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
補
助
金
の
実
績
確
認
に
お
い
て
，
確
認
が
不
十
分
だ
っ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
実
績
確
認
を
徹
底
す

る
な
ど
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
市
町
村
振
興
総
合
補
助
金
に
お
い
て
，
実
績
報
告
書
に
基
づ
き
，
書
面
に
よ
る
確
認
調
査
を
行
っ
た
が
，

に
推
進
し
た
。

　
ま
た
，
滞
納
件
数
の
多
い
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
，
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
「
自
動
車
税
集
中
滞
納
整
理

週
間
」（
９
／
30～

10／
６
）
に
併
せ
て
，
当
所
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
と
な
る
自
動
車
の
大
規
模
一
斉
差

押
（
９
月
～
11月

）
を
実
施
し
，
差
押
対
象
車
両
の
夜
間
，
休
日
に
お
け
る
所
在
確
認
調
査
も
含
め
，
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
及
び
車
両
の
引
き
揚
げ
・
公
売
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
全
所
体
制
で
取
り
組
ん
だ
。

　
さ
ら
に
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
押
財
産
の
公
売
も
積
極
的
に
実
施
し
，
税
収
の
早
期
確
保
と
滞
納
額

の
縮
減
に
努
め
て
い
る
。

　
�
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
平
成
19年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

372,928,297円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

633,209,822円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
1,006,138,119円

　
　
　
　
・
平
成
18年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

325,386,905円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

784,476,366円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
1,109,863,271円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
管
内
町
村
と
連
携
を
強
化
し
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
等
の
開
催
や
地
方
税
法

第
48条

に
よ
る
直
接
徴
収
の
ほ
か
，
新
た
に
特
別
徴
収
の
働
き
か
け
な
ど
も
実
施
し
た
。

　
ま
た
，
他
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
差
押
を
重
点
と
し
た
手
法
を
基
本
に
滞
納
整
理
を
進
め
，
徹
底
し
た
財
産

調
査
と
積
極
的
な
差
押
，
捜
索
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
売
な
ど
を
実
施
し
，
滞
納
額
縮
減
と
税
収
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　
�
　
石
巻
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）
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一
部
事
業
に
不
適
正
執
行
が
あ
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
事
業
名
　
　
市
町
村
献
血
推
進
事
業

　
　
　
　
・
事
業
主
体
　
丸
森
町

　
　
　
　
・
補
助
金
額
　
平
成
19年

度
 
158,000円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
18年

度
 
144,000円

　
　
　
　
・
返
還
額
　
　
平
成
19年

度
 
54,000円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
18年

度
 
11,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
事
業
実
績
書
記
載
内
容
の
確
認
調
査
は
，
市
町
を
訪
問
し
て
行
う
こ
と
と
し
，
事
業
の
実
施
状
況
，
物
品
等

の
調
達
状
況
及
び
事
業
費
の
支
払
状
況
を
事
業
実
施
記
録
，
調
達
物
品
等
の
現
物
及
び
証
憑
書
類
の
原
本
で
確

認
す
る
こ
と
と
し
た
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
61号

　
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
122号

）
第
38条

、
少
年
指
導
委

員
規
則
（
昭
和
60年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
２
条
及
び
少
年
指
導
委
員
運
営
規
程
（
昭
和
60年

宮
城
県
公

安
委
員
会
規
程
第
１
号
）
第
３
条
に
規
定
す
る
少
年
指
導
委
員
を
次
の
と
お
り
委
嘱
し
た
。

　
　
平
成
21年

４
月
17日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
孝
也
　
　

加
美
郡
加
美
町
字
岡
町
41番

地
佐
　
藤
　
長
　
栄

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
加
美

警
察
署
の
管
轄
区
域

白
石
市
字
堂
場
前
145番

地
山
　
�
　
正
　
三

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
白
石

警
察
署
の
管
轄
区
域

少
年
指
導
委
員
の
氏
名
及
び
住
所

活
　
動
　
区
　
域

仙
台
市
泉
区
寺
岡
２
丁
目
９
番
９
号

阿
　
部
　
馨
一
郎

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区

域
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
29年

宮
城

県
条
例
第
32号

。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。）別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
仙

台
中
央
警
察
署
の
管
轄
区
域

仙
台
市
宮
城
野
区
岩
切
字
中
江
北
１
番
地
の
９

久
　
冨
　
惠
　
子

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
仙
台

東
警
察
署
の
管
轄
区
域

仙
台
市
泉
区
野
村
字
西
原
38番

地
の
１

若
　
生
　
正
　
吉

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
泉
警

察
署
の
管
轄
区
域

石
巻
市
北
上
町
女
川
字
蔵
和
田
45番

地
今
　
野
　
千
代
以

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
河
北

警
察
署
の
管
轄
区
域

遠
田
郡
美
里
町
北
浦
字
山
前
１
番
地
97

渡
　
辺
　
恵
里
子

条
例
別
表
に
規
定
す
る
宮
城
県
遠
田

警
察
署
の
管
轄
区
域


